
 

 

 

 

 

「人とのつながり」と「自己決定」を大切に  入学式式辞より（一部抜粋） 

新入生の皆さん、今はどんな気持ちですか。中学校生活のスタートを迎え、ワクワクしていますか。

それとも、新しい環境に不安がいっぱいな気持ちでしょうか。きっとそれぞれに「中学生になったら」、

「中学校へ行ったら」と考えていることがあると思います。そんな皆さんの思いを実現するために私が

考えていることをお話しします。 

 私は「人とのつながり」を大切にすることが必要だと考えています。私がそう考えるのは、私の今ま

での経験からです。悩んだ時、困った時、自分一人で解決できないことに直面することは、誰にでもあ

ります。そんな時に私の力になってくれたのは、家族、友達、周りの先生方でした。自分一人では解決

できないことも、人の力を借りることで解決できることがたくさんあり、大きく成長することが出来た

と思います。また、楽しい時間や嬉しかったことも、家族や友達、周りの先生方と共有することが出来

た時は、一人で感じるよりも何倍も喜びを感じることが出来ました。「人とのつながり」は困難な状況を

軽減し、喜びを倍増させると思います。しかし、この数年は新型コロナウィルス感染症の影響で、さま

ざまな活動に制限があることが多く、家族以外の「人とのつながり」自体に不安を感じることも多くあ

ったのではないでしょうか。このような状況は、皆さんの困難を倍増させ、喜びを半減させていたのか

もしれません。 

七葉中学校でも、昨年度から感染症に注意しながらも活動の制限を緩和してきました。同級生や上級

生と一緒に創りあげる学校行事、地域の方の協力を得ながら進める「総合的な学習の時間のプロジェク

ト７」や「しばたの心継承プロジェクト」の活動など、「人とのつながり」のなかで大きく成長する機会

がたくさんあります。その活動の中で皆さんに意識してほしいのは七葉中学校行動目標の「思いやり・

協力・感謝」です。この行動目標を意識しながら「人とのつながり」を大切にすることで、皆さんはさ

らに大きく成長し、「人とのつながり」の素晴らしさをより実感できると思います。 

 もう一つ大切だと思うことは、学習や部活動、学校行事などの学校生活の様々な場面で「自分で決め

る」、つまり「自己決定する」ことです。自己決定は、自分で考え、選択し、決定するということです。

そのためには「自分がどうしたいのか」をはっきりさせることが必要です。皆さんが決定に迷ったとき

に、家族や友達、先生は今までの経験を基に相談に乗ったり、アドバイスをしたりできます。それを参

考にしながらでも自己決定をしてほしいのです。当然、自己決定をした結果が上手くいくこともあれば、

上手くいかないこともあります。「自己決定」が苦手な人は「上手くいかなかったら嫌だ」と思うからだ

と思います。誰でも「失敗したのは自分の責任」と認めることは嫌だと思います。しかし私は失敗して

も良いと思うのです。上手くいかなかったら別の方法を選択して取り組めばよいのです。学校は失敗と

チャレンジを繰り返しながら成長する場所です。私は七葉中学校教職員みんなの力を借りて、皆さんの

成長を支えていきます。 

 次に新入生の皆さんへお願いです。それは「言葉を大切にする」ということです。言葉は相手に力を

与える時もあれば、相手を傷つける「凶器」になることもあります。言葉の凶器は「いじめ」になり、

命を奪うこともあります。これは声に出す言葉、紙に書かれたり、インターネット上に書かれたりした

文字の言葉、どちらにも共通することです。中学校でも「いじめ」は絶対に許しません。「いじめ」に対

しては毅然とした態度で臨み、皆さんのご家族と連携して指導をしていきます。 
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４月８日（月）午前中に行われた始業式では、入学式

式辞とほぼ同じ内容の話を２年生と３年生にしました。 


